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献 辞

石川常雄先生は,1992年12月 ユ2目に満63歳 の誕生 日をお迎 えにな り,本 年3

月末 日を もって本学 を退 官され ることにな りました。

先生 は,1953年3月 に京都大学理学部動物学科 を卒業 された後,京 都大学大

学 院経済学研究科 に進学 されま した。大学院修了後は和歌山大学,大 阪府立大

学 勤務 を経て,1973年4月 に京都大学経済学部助教授 に任 じられ,現 在 にいた

るまで,金 融論の教育 ・研究に尽力 され ました。 と りわけ1983年8月 に教授 に

昇任 されてか らは,学 部 の大講座化 に惜 しみない努力を傾注され,国 際統計情

報 ・金融論講座担 当教授 としての重責 を担 って こられ ま した。 そ うした先生の

功績の一端 は,先 生 の教 えを受けた卒業生 の多 くが,現 在,様 々な分野 で 目ざ

ま しい活躍 を している ことか らも,う かが うことがで きます。

先生 は,ケ インジアソとマネタ リス ト双方 の見解 に十分 目配 りした幅広い観

点か ら,主 として,わ が国におけ るマ クロ金融政策 の運営 について研究 されて

きま した。 こうした先生の長年の研究の成果 は,「 現代の金融政策」(東 洋経済

新報社 か らユ985年に刊行)と してま とめ られています。 さらに先生 は,1977・

78年 度 にシ ンガポールの南洋大学 か ら客員教授 としての招聘 を うけ られ,当 地

で現代金融論の講義 を行われ るとともに,ア ジア ・ドル市場 について の研究を

進 められ るな ど,国 際的に も活躍 されま した。

また,先 生は,そ の広い知見 と温厚なお人柄 を通 じて,学 部運営 に も様 々な

貢献をなさいま した。

京都大学経済学会は,先 生の多年 にわたる学恩 に感謝 し,「 経済論叢」 の本

号 を記念号 として編集 いた しま した。先生 と常 々ご交誼の深 い,あ るいは直接

に ご指導 を受 けられた研究者 の労作を編 んで,本 号 を先生 にささげ ることがで

きま した ことは,私 どもの何 よりの喜 びであ ります。

先生 が本学 を去 られた後 も,ま す ます ご健康 で,ご 研究 の発展 にご精進 され

ます よう心か らお祈 りいた します。

1992年9月10日

京都大学経済学部長 瀬 地.山 敏


